
 

第 50 回 高輪築堤調査・保存等検討委員会【部会①】 

 

日時：2024 年 11 月 6 日（水） 

全体会・部会➀･部会②・部会③ 10:00～12:00(予定) 

場所：JR 東日本現地会議室 

 
 

次 第 

 

【部会①】 

(１) 開会 

 

(２) TAKANAWA GATEWAY CITY 第Ⅱ期エリア（５・６街区）の確認調査報告  【資料１】                                          

 

(３) その他 

 

(４) 閉会 

 
 
 
※なお、資料のなかで個人に関する情報や事業の関係等で非公開である情報については、 
一部表現を修正しています。その他、写真・図について一部訂正や出典等の加筆・修正をして
います。 
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検出された遺構　

（約７１㎡）
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（約６５㎡） （約２７㎡）

←東京方面

トレンチ１
（約１７４㎡）

物流仮斜路地区：令和３年４月～９月記録保存調査
環状４号線橋脚部：令和３年９月～令和４年２月記録保存調査

トレンチ２

品川方面→

（約２０３㎡）

開業期海側石垣検出状況 開業期海側石垣(裏込め石)及び
石列(大正時代以降)検出状況

開業期海側石垣検出状況 開業期海側石垣及び
張り出し遺構検出状況

築堤盛土確認状況

調査対象エリアで、築堤開業期海側石垣の検出が予想される位置を中心に、トレンチを
設定して調査を実施しました(トレンチ８・９は石垣が検出されない位置です)。
調査の結果、全９箇所のトレンチにおいて、現地表面下約80㎝のところで、高輪築堤跡が
残存していることを確認しました。石垣の痕跡が確認された位置を　　　で示しています。
※各トレンチごとに掘削深度が異なります。

築堤盛土確認面

東(海側)

西

東(海側)

西

築堤盛土の一部を掘削した結果、西側に傾斜する

堆積状態を確認しました。その傾斜を境にして、

東側が開業期(明治5年)の築堤盛土、西側は複線

化期(明治9年)の盛土と考えられます。

開業期海側石垣検出状況開業期海側石垣検出状況開業期海側石垣検出状況

築堤盛土確認状況

盛土の堆積を確認するため、一部掘削
を行った結果、トレンチ８と同じく、東側
が開業期、西側が複線化期と考えられ
る盛土の境を確認しました。

築堤盛土確認面

※調査成果は2024年12月1時点のものであり、今後変更が生じる可能性があります。

環状４号線
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検出された遺構 (トレンチ 7：開業期海側石垣と張り出し遺構 )

【参考】4街区で発見された張り出し遺構

石垣と接続し、海側に張り出すように造られた石積みの遺構が確認されました。張り出し遺構は、4街区

で発見された信号機跡と考えられる張り出し遺構とよく似ています。　

※4街区の張り出し遺構については、下の【参考】をご覧ください。

⇐開業期海側石垣と張り出し遺構検出状況

張り出し遺構の石積みは石の高さを揃えて

積んでいく「布積み」で造られています。

(南から撮影 )　　

⇐張り出し遺構の内部構造を調査した結果、

　木材の一部が確認されました。これは、

　4街区の信号機土台部で確認されている

　木材を十字に組んだ基礎構造と似ています。

　(東から撮影 )

石垣

海側の石垣から張り出して造られています。　 張り出し遺構の中から、新旧 2つの時期の

十字基礎が確認されました。　

信号機土台部 (張り出し遺構 )

トレンチ 7の張り出し遺構で検出された木材

は十字基礎の南北方向の木材と推定しています。

北 南

（南東から撮影）
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参考資料 資料2-2

中部鐡道管理局「停車場平面圖」（所蔵：鉄道博物館）に一部加筆


